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 近年発見された層状硫化物超伝導体

LaO1-xFxBiS2は，伝導層である 2 枚の BiS2層と

絶縁体層である LaO 層が交互に堆積した層状

構造をとる。超伝導転移温度(Tc)は常圧下にお

いて x = 0.5 で最大となり，Tc = 2.8 K となる。

さらに，圧力の印加や高圧下での合成により Tc

が 10 K 程度まで大きく上昇するという特徴が

ある。また最近では，LaO1-xFxBiS2の La サイト

を別の希土類元素で置換することでも Tc が上

昇するという結果が報告され，注目されている。

しかし，その詳しいメカニズムは未だ解明され

ていない。我々は、希土類元素置換によって Tc

が上昇する起源について知見を得るため，

LaO1-xFxBiS2の Laサイトを様々な希土類元素で

置換し，Tcに対する置換効果を調べている。 

 今回は Sm に注目し，LaO0.5F0.5BiS2 の La サ

イトを Sm で置換した La1-xSmxO0.5F0.5BiS2 の単

結晶試料をフラックス法で作製した。得られた

単結晶は，1×1×0.02mm3程度の板状であった。x 
= 0.2 の試料に対する磁化率の測定結果を図 1 
に示す。磁化率のオンセットを Tc とすると Tc 
～ 2.9 K であった。また，X 線回折測定の結果

から c 軸長は 13.35Åであった。これらの値は 

既に報告された結果と符号する(図 2)[1]。 

当日は比熱や電気抵抗の結果と合わせて詳しく 

議論する。 

 

【参考文献】: [1]Y. Fang et al., Phys. Rev. B 91, 064510(2015)  

図 1. 磁化率の温度依存性 

図 2. c 軸長(上)と Tc(下)の 

Sm 濃度依存性 

 


